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1. はじめに 

ニュースや天気予報でよく聞く「大気の状態が不安

定」という言葉、気象関係者なら当然知っている言葉

であるが、大気の安定・不安定は、高等学校の地学で

しか扱わない。大学生に「大気の状態が不安定とは」 

と問うと、ほとんどの学生が「雨が降りやすい状態」

と答える。気象防災の観点からは、「大気の状態が不安

定」とは、「積乱雲が発生しやすい大気」のことで、「大

気の下層に暖かく湿った空気が流れ込み、さらに、上

空に寒気が流入すると積乱雲が高層まで発達し、雷・

竜巻・大雨などシビアな気象現象が発生する可能性が

ある」という理解であってほしいと考える。 

 理系に進学する学生は、ほとんどが高校で地学を履

修しないため中学校 2 年生での気象分野の学習が最後

となる。こうした観点から中学校の教科書記述を分析

すると、積乱雲が発達しやすい状態についての記述は

教科書会社によるばらつきが大きく、気象防災の観点

からは十分だとは言えないことが明らかになった。 

 

2. 中学校教科書の分析から 

天気予報やニュースで報道される「大気の状態が不

安定」をすべての国民が理解するためには積乱雲の発

生メカニズムや災害を理解しておく必要がある。 

大気の状態が不安定とは、積乱雲が発生しやすい場

合ととらえ、気象防災の観点から教科書の記述を分析

すると、積乱雲についての記載は出版社によるばらつ

きが大きく、発生のメカニズムについての記述も十分

だとはいえないことが明らかになった。 

中学校教科書 5 社の記述を分析すると、積乱雲の記

述について全社に共通するところは、寒冷前線に伴う

場合のみで、その他、台風の壁雲、雪雲、夏の日射、

停滞前線など各社により様々な記述になっている。さ

らに、全社の教科書に共通する点として、梅雨などの

出水期の大雨災害についての事例の記述はあるが、積

乱雲がその災害をもたらす雲という記述はない。また、

日本の教科書には義務教育を通じて雷の災害を学ぶ場

は全くない。 

温帯低気圧の発達モデル図に関しては、温度場での

メカニズムだけが強調され、水蒸気移流に関する記載

は不十分である。温帯低気圧に伴う前線の暖域側には、

水蒸気が多く湿った空気が流入して積乱雲が発生しや

すいという記載をする必要があるのではないか。こう

した観点が抜けているために、前線の暖域側には晴天

域となるようなモデル図が描かれてしまい、毎年のよ

うに多発する大雨災害のメカニズムが理解されない教

科書になっていると考えられる。 

 

3. 「大気の状態が不安定」を学ぶ気象学習 

教科書に記載がなくても「大気の状態が不安定」と

いうニュース報道で多用されるキーワードを軸に授業

を展開すれば、気象災害の発生についての理解が深ま

る学習が行えるはずである。そのためには、積乱雲の

発生についての再現実験、たとえば「牛乳で積乱雲を

つくろう」や「圧電素子を使った雷実験」などで積乱

雲についての学習を行うとともに、実際の積乱雲のふ

るまいを動画などで学習する必要がある。 

その上で、積乱雲が発生しやすい状態を天気図から

読み解いていく。天気図と風向に関しては、学習指導

要領の関係で転向力が高校での学習とされているため

教科書には「高気圧の中心付近では時計回りに、低気

圧の中心付近では反時計回り」と記載されている程度

である。天気図の「等圧線が風向を表している」とい

う点を重視し、天気図の等圧線をなぞり、北半球では

右側に高気圧があるという視点で風が吹く方向に矢印

をつけると暖気移流や寒気移流がすぐに理解できる。   

前線の仕組みとともに暖湿気が流入する場は積乱雲

が発達する大気の状態が不安定な場であることが理解

できる。実際に、中学校と大学の授業でこれを実践す

るとほぼ全員が天気図と風向、大気の状態が不安定な

場を理解した。 

本稿では、5 社の教科書の記述分析による初等中等教

育における気象防災学習の課題について報告する。 
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